
参加者のアンケートより

・アセスメントを行ううえで、中学
校と高等学校の情報交流がと
ても重要になると思いました。
中学校教員として高等学校の
現状が知れて良かったです。

・生徒や保護者の思いを受け止め
ながら、学校として何ができるのか、
「一緒に考える」姿勢が大切だと
感じました。

・不登校生徒にとって、不登校期間
は休息や自分を見つめ直す積極
的な機会という考え方はこれまで
私にはなかった発想でよい気づき
となりました。

・管理職からの実践発表は、学校
の組織としてのあり方や考え方を
知る機会となりました。


